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シリーズ行財政改革②
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事
務
事
業　

見
直
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド

① 
住
民
の
視
点

②
「
受
益
者
負
担
の
原
則
」
を
基
本
と
し
た
住
民
負
担
の
公
平
性

③ 
行
政
と
住
民
と
の
役
割
分
担
（
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

④ 
費
用
対
効
果

　

見
直
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
先

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
三
段
階
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま

す
。
す
ぐ
出
来
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
準
備
が
で
き
次
第
、
随
時
実
施

に
移
し
ま
す
が
、
条
例
改
正
な
ど
が

伴
う
事
業
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
定

例
町
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

議
会
に
は
、
町
三
役
お
よ
び
議
会
議

員
の
給
与
、
報
酬
な
ど
の
見
直
し
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
を
始
め
、
四
十

四
事
業
で
一
億
三
千
六
十
七
万
円
の

減
額
補
正
を
提
出
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
随
時
、
広
報
で
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

貯蓄残高 
貯蓄の取崩し額 

改
革
ス
タ
ー
ト 

改
革
ス
タ
ー
ト 

60
億円 

50

40

30

20

10

0

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 年度 

【
経
常
経
費
の
削
減
】

△
四
、
六
三
五
千
円

●
口
座
振
替
領
収
証
書
は
が
き
の
発

行
廃
止
（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・

介
護
保
険
料
・
保
育
料
・
国
民
健

康
保
険
税
↓
希
望
者
の
み
発
行
）

●
国
保
健
康
優
良
家
庭
表
彰
の
廃
止

●
敬
老
の
つ
ど
い
事
業
の
見
直
し

●
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
保
守
委
託

の
見
直
し

な
ど
十
八
事
業

【
人
件
費
の
見
直
し
】

△
七
、
〇
三
六
千
円

●
議
会
議
員
報
酬
の
見
直
し

●
町
三
役
給
与
の
見
直
し

●
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
支
給
方

法
の
見
直
し

な
ど
六
事
業

【
補
助
金
の
見
直
し
】

△
一
、
七
三
〇
千
円

●
イ
ベ
ン
ト
運
営
補
助
金
の
削
減

な
ど
三
事
業

【
工
事
費
の
見
直
し
】

△
一
〇
六
、
二
七
六
千
円

●
道
路
側
溝
等
修
繕
工
事
費
の
見
直

し
●
町
民
体
育
館
屋
根
改
修
工
事
の
延

期
●
小
学
校
改
修
工
事
の
延
期

な
ど
十
一
事
業

【
そ
の
他
】

△
一
〇
、
九
二
六
千
円

●
笠
松
み
な
と
公
園
整
備
計
画
区
域

拡
大
の
延
期

●
町
民
プ
ー
ル
の
一
時
休
止

な
ど
五
事
業

【
受
給
者
負
担
の
見
直
し
】六

七
千
円

●
健
康
教
室
参
加
者
負
担
金
の
見
直

し
▽
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

合
併
住
民
投
票
に
よ
り
単
独
を
選

択
し
た
笠
松
町
が
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
今
後
の
財
政
運
営
、

組
織
・
機
構
や
各
種
施
策
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
議
会
と
し

て
意
見
や
提
言
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
自
ら
も
時
代
の
要
請

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
議
員
定

数
や
議
員
報
酬
の
問
題
な
ど
の
議
会

改
革
に
関
し
て
精
力
的
な
調
査
研
究

が
必
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
六
月

定
例
議
会
に
お
い
て
財
政
改
革
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

▽
改
革
内
容

　

財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
改
革
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
議

会
議
員
に
要
す
る
人
件
費
、
そ
の
他

の
議
会
に
要
す
る
経
費
の
合
計
予
算

額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
目
標
に

協
議
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度
の
予

算
ベ
ー
ス
で
約
六
百
五
十
万
円
を
減

額
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
平
成

十
七
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
新
年

度
予
算
編
成
に
併
せ
て
引
き
続
き
議

会
改
革
に
関
し
て
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
に
関
し
て
も
協

議
を
行
い
ま
し
た
が
、
結
論
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も

継
続
し
て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

七
月
三
十
一
日
、
役
場
で
第
一
回

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、

会
議
の
冒
頭
十
五
人
の
委
員
さ
ん
に

町
長
か
ら
任
命
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
の
会
議
と
な
っ
た
こ
の

日
は
会
長
・
副
会
長
の
互
選
が
行
わ

れ
、
会
長
に
山
田
善
夫
さ
ん
（
友
楽

町
）
が
、
副
会
長
に
は
志
智
慈
朗
さ

ん
（
下
新
町
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
行
財
政
改
革
に
至
る
ま

で
の
今
ま
で
の
経
緯
を
は
じ
め
、
行

財
政
改
革
推
進
体
制
、
行
財
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
務
事
業
見
直
し
の
基
本
方
針
、
町

財
政
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
町
か
ら

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
極
め
て
厳
し
い

行
財
政
運
営
の
中
に
あ
っ
て
、
足
腰

の
強
い
笠
松
町
を
目
指
そ
う
と
い
う

共
通
の
考
え
の
も
と
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
含
め
、「
住
民
理
解
の
も
と
に

特
化
し
た
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
行
財
政
改
革
を
す
べ
き
で
あ

る
」、
ま
た
「
行
財
政
改
革
は
住
民
の

意
識
改
革
的
な
部
分
も
大
き
く
な
い

と
成
功
し
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
行

財
政
改
革
に
向
け
て
の
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
で
は
委
員
さ
ん
か
ら

行
財
政
改
革
は
、
ま
ず
、
自
分
た
ち

か
ら
範
を
示
す
べ
き
と
委
員
報
酬
を

辞
退
す
る
提
案
が
さ
れ
、
全
委
員
が

賛
成
の
も
と
、
委
員
会
は
無
報
酬
で

の
活
動
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

◎
委
員
の
皆
さ
ん　
　
  
（
敬
称
略
）

　

青
木
貫
一�

（
長
池
）

　

岩
井
英
子　
　
（
米
野
）

　

小
栗
知
津
子�
（
瓢
町
）

　

小
野
木
博
孝�
（
米
野
）

　

加
藤
朝
雄�

（
岐
阜
市
）

　

加
藤
司
郎�

（
県
町
）

　

栗
本
幸
一�

（
東
宮
町
）

　

坂
下
史
子�

（
北
及
）

　

西
村
三
男�

（
岐
阜
市
）

　

服
部
靖
嗣�

（
円
城
寺
）

　

松
波
英
寿�

（
泉
町
）

　

松
原
一
��

（
米
野
）

　

箕
浦
秀
樹�

（
下
新
町
）

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
施
策
に
当
た
っ
て
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
次
の
公
共
施
設
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
「
行
財
政
改
革
へ
の
意

見
箱
」
に
ご
意
見
を
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
随
時
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

意
見
箱
設
置
場
所　

役
場
・
南
事
務

所
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公

民
館
・
松
枝
公
民
館
・
総
合
会
館
・

福
祉
会
館
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
８
７
・
５
８
１
６

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

�
�
��
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�

�
���
�
��
�
��
�
�
���
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�
��
�
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���
���

▲熱心に意見交換される委員の皆さん

貯蓄残高と取崩し額の推移（イメージ）

   
議
会
改
革
に
つ
い
て

   
事
業
見
直
し
に
よ
る
八
月
補
正
の
内
容

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

　

第
一
回

　

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を

開
催
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み
ん
な
で
し
っ
か
り
育
て
よ
う
!!

自
主
防
災
組
織

防　災９月１２日（日）実施

　

町
と
自
主
防
災
会
協
議
会
合
同
の
防

災
訓
練
を
九
月
十
二
日
（
日
）、
下
記
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

地
震
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の

訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訓
練
の
参
加
を
通
し
て
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
組
織
に
よ

る
行
動
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
見
直
す

機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
町
内
会
に
組
織
さ
れ
て
い
る
自

主
防
災
会
の
活
動
内
容
や
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
内
容
と
し

て
は
、

○
災
害
が
発
生
し
た
と
き

　

災
害
弱
者
へ
の
支
援
活
動
／
災
害

の
拡
大
を
防
ぐ
消
火
や
防
火
活
動
／

洪
水
、
市
街
火
災
な
ど
の
危
険
か
ら

迅
速
に
逃
れ
る
避
難
活
動
／
倒
壊
物

の
下
敷
き
や
生
き
埋
め
の
救
出
・
救

護
活
動
／
避
難
生
活
の
運
営
な
ど

○
日
常
の
活
動
は

　

災
害
弱
者
へ
の
支
援
活
動
／
防
災

啓
発
活
動
／
防
災
訓
練
の
実
施
／
地

域
の
安
全
点
検
／
自
己
研
修

○
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

　

地
域
の
あ
り
方
に
沿
っ
た
組
み
立

て
や
活
動
内
容
を
考
え
る
。「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
の
一
番
小
さ
な
集
ま

り
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
希
望

を
集
約
し
て
対
応
す
る
。

一時退避場所・避難場所
避 難 場 所一時退避場所地域避 難 場 所一時退避場所地域

松枝小学校松枝小学校運動場

松　
　
　
　
　
　

枝

笠松小学校笠松小学校運動場

笠　
　
　
　
　
　
　
　

松

松枝保育所松枝保育所運動場笠松中学校笠松中学校運動場

松枝公民館松枝公民館駐車場中央公民館中央公民館駐車場

福祉健康センター福祉健康センター駐車場町民体育館羽島郡広域連合消防本部駐車場

児童館児童館運動場羽島郡広域連合消防本部笠松保育園運動場

児神社町民運動場笠松保育園福祉会館駐車場

北門間会館運動公園内運動場福祉会館第一保育所運動場

南体育館（旧松枝小学校体育館）児神社境内厚生会館岐阜工業高校運動場

下羽栗小学校下羽栗小学校運動場

下　

羽　

栗

第一保育所忠霊塔広場

下羽栗保育所下羽栗保育所運動場コミュニティ消防センター清住町広場

下羽栗会館下羽栗会館駐車場緑会館奈良津駐車場

円城寺集会所日枝神社境内二見児童公園

米野会館スポーツ交流館駐車場

スポーツ交流館総合会館駐車場

総合会館

　※避難経路も確認しておきましょう。

6:30

7:00 
（頃） 

7:30

8:00

8:30
（頃） 

9:00

9:30

〈自主防災会〉 〈町災害対策本部〉 
○町災害対策本部の設置訓練　本部員会議の開催 
○職員非常参集訓練（指定された場所に集合） 

○町現地災害対策本部の設置訓練 
　　　（笠松中学校・松枝小学校・下羽栗小学校） 
　・各会場の設営（現地本部・避難者テント） 
　・訓練準備 

○避難訓練開始合図（サイレン吹鳴） 
　　防災行政無線など 
○避難誘導・警戒広報訓練（羽島警察署） 

○職員による訓練（役場、福祉会館等公共施設） 
　◎公共施設の防災機器点検（発電機等） 
　◎防災資機材取扱訓練 
　（エンジンチェーンソー・エンジンカッター） 
　◎避難訓練（庁舎内訓練） 
　◎放水訓練（庁舎内訓練） 
 
○職員による訓練（各現地災害対策本部） 
　◎防災資機材取扱訓練（発電機、浄水器） 

○各自主防災会災害対策本部の閉鎖（随時）訓練 
　一時退避所から地域別訓練会場へ移動 
　（笠松中学校・松枝小学校・下羽栗小学校） 

○地域別訓練 
　◎初期消火訓練 
　　消火器の操作 
　◎応急手当訓練　三角巾の使い方 
　　　　　　　　　応急担架の作り方 
　◎土のう積訓練　半円形に土のう積の作り方 
　◎心肺蘇生法　　人工呼吸法の仕方 

○参加団体等による訓練 
　◎炊き出し訓練 

（終了式） 

○避難誘導訓練および警戒広報訓練など 
　①各自主防災会災害対策本部設置 
　②町内の指定された避難所へ避難開始 
　③町現地本部への情報伝達（訓練参加者数を「避難状況報告書」で報告） 

・町内の水防団

・町赤十字奉仕団

・町社会福祉協議会

・羽島警察署

・町消防団

・町議会

・羽島郡広域連合消防本部

・町婦人防火クラブ

参加団体

だれもが消火器の操作はできる？

災害が起こったとき、すぐにかけ
つけてお手伝いすべきお宅は？

火災が発生したとき、近所のみん
なはどんなふうにすればよい？

寝たきりのかたや障害のあるかたのお宅
の避難のお手伝いの方法はできている？

学童・生徒の登下校の集合場所や
通学路の安全確保は？
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平
成
十
六
年
第
六
回
笠
松
町
議
会

臨
時
会
が
八
月
十
三
日
（
金
）
開
催

さ
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

▽
笠
松
町
議
会
議
員
の
報
酬
、費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
▽
笠
松
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　

前
述
の
二
条
例
は
、
議
員
報
酬

等
と
町
三
役
の
給
与
の
減
額
を
自

ら
実
施
し
、
率
先
し
て
行
財
政
改

革
に
当
た
る
も
の
。

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

　
　

総
額
一
億
三
千
五
十
五
万
三
千

円
の
減
額

・
平
成
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

　
　

総
額
百
四
万
一
千
円
の
減
額

・
平
成
十
六
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計

　
　

総
額
十
六
万
四
千
円
の
減
額

・
平
成
十
六
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計

　
　

総
額
八
千
万
円
の
減
額

　
　

議
員
報
酬
等
、
町
三
役
の
給
与

の
減
額
の
ほ
か
、
各
種
事
務
事
業

の
見
直
し
に
よ
り
、
一
般
会
計
ほ

か
３
会
計
を
各
々
減
額
し
、
合
計

総
額
二
億
一
千
百
七
十
五
万
八
千

円
を
減
額
補
正
す
る
も
の
。

▽
東
笠
松
駅
の
存
続
を
求
め
る
請
願

▽
郵
政
公
社
の
国
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

笠
松
競
馬
青
年
部
か
ら
八
月
二
十
日
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
四
七
、
七
三
九
円
（�

�
�
�
�
�
����

�
�
�
�
�
��
����
�

�
�
�
��

�
�
�
��

・
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
・
カ
ー
ボ
ー
イ
ズ
協

賛
に
よ
る
夏
祭
り
の
収
益
金
）
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

寄 附

寝たきり老人のかたを激励
町老人クラブ連合会

　町老人クラブ連合会女性部の役員が八月六
日、寝たきり会員（十四人）がいる十二の単
位老人クラブ会長に「寝たきり会員のかたへ
届けてください」とお見舞い品を預けました。
　早速、会長は、町内の女性部のかたと一緒
に、寝たきり会員がいる家庭を訪問し、介護
されている家族のかたに日ごろの労をねぎら
うとともに、寝たきりの会員に励ましのこと
ばをかけ見舞い品を届けました。

�
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
お
見
舞
い
品
を

預
け
る
町
老
連
女
性
部
の
役
員
の
皆
さ
ん

�
き
び
き
び
と
し
た
動
作
の
団
員
た
ち

県消防操法大会に出場
町消防団ご苦労さま

　

八
月
一
日
、
下
呂
市
金
山
町
で
開

催
さ
れ
た
「
消
防
感
謝
祭
第
五
十
三

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
」
に
羽
島

郡
を
代
表
し
て
笠
松
町
消
防
団
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
下
の
三
十
四

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操

法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
皆
さ

ん
は
、
こ
の
操
法
大
会
に
向
け
今
年

一
月
よ
り
連
日
連
夜
の
猛
訓
練
に
励

み
、「
敢
闘
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
選
手
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

（
敬
称
略
）　

　
　

指
揮
者　

石
田　

輝
雄

　
　

一
番
員　

中
子　

浩
二

　
　

二
番
員　

田
島　

良
平

　
　

三
番
員　

田
島　

一
樹

　
　

補
助
員　

今
尾　

公
則

第
六
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

絶
対
に
守
ろ
う　
!!

資
源
と
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

　

資
源
と
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー

ル
は
、
次
の
と
お
り
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
収
集

場
所
は
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

①
正
し
く
分
別
す
る
。

②
収
集
日
を
守
る
。

③
午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
す
。

④
袋
の
口
は
し
っ
か
り
結
ん
で
出

す
。

⑤
透
明
ま
た
は
半
透
明
で
、
中
の

見
え
る
袋
で
出
す
。（
他
の
市
町

村
の
指
定
袋
は
使
用
し
な
い
）

※
収
集
日
、
分
別
の
注
意
点
・
具

体
例
は
「
資
源
と
ご
み
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
分
別
な
ど
で
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
環
境
経
済
課
（
内
線
２

５
３
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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たくさんの観客で沸いたまつり会場

　

か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
主
催

の
笠
松
川
ま
つ
り
が
８
月　

日
、
木
曽
川
河
畔
笠
松
港

１５

公
園
一
帯
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜空に響き渡る「笠松清流太鼓」

大勢の人が参加したＥボート体験

夜空に花咲くスターマイン

川まつり会場あとが
すっきりきれいに

まつりあとを清掃するボランティアの皆さん

　翌日の早朝には、多くのボランティアによる
清掃活動が行われました。
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町
で
は
、
９
月　

日
１６

（
木
）
に
「
敬
老
会
」、　
２０

日
（
月
）
に
「
敬
老
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
敬
老
の

つ
ど
い
に
つ
い
て
は
、
全

地
域
を
対
象
に
中
央
公
民

館
で
の
開
催
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
す
の
で
、
是
非
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
の
最
高
齢

者
は
、
今
年
度
中
に
百
八

歳
に
な
ら
れ
る
女
性
の
か

た
で
す
。
ま
た
、　

歳
以

７５

上
と
な
ら
れ
る
か
た
は
１
、

８
１
０
人
（
男
性
６
９
０

人
・
女
性
１
、
１
２
０
人
）

で
昨
年
よ
り　

人
多
く

９９

な
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
の
お
祝
い

「
敬
老
会
」          
９
月　

日
（
木
）

１６

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
９
月　

日
（
月
）

２０

第５３回笠松町民大運動会の開催

【月日】　１０月３日（日）（雨天中止）

【時間】　午前８時３０分～午後４時

【場所】　笠松中学校運動場

【主催】　笠松町民運動会実行委員会

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

会　場時　間月　日該当者区　分

吹原（柳原町）午前１１時～９月１６日（木）８８歳のかた敬　 老　 会

中央公民館
大ホール午後１時３０分～９月２０日（月）７５歳以上のかた敬老のつどい

町民バスは、１２時２０分米野高瀬発・下門間発を１台づつ増便します。

　
　

月　

日
（
土
）
か
ら　

月
１
日

１０

３０

１１

（
月
）
ま
で
中
央
公
民
館
、
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
る
第　

回
笠
松
町
美

３４

術
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

【
出
品
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
（
中
学
生
以
上
）
お
よ
び
町

内
出
身
者
や
町
内
で
学
習
し
て
い

る
か
た

【
出
品
作
品
点
数
】一
部
門
２
点
以
内

（
１
人
３
点
ま
で
）

【
申
込
期
限
】
９
月　

日
（
月
）

２７

【
申
込
方
法
】出
品
申
込
票
を
中
央
公

民
館
へ
提
出
（
出
品
申
込
票
は
、

中
央
公
民
館
、
松
枝
公
民
館
、
総

合
会
館
に
あ
り
ま
す
）

　笠松町民運動会実行委員会では、職域・クラブ別
リレー（１チーム４人の男女別４００メートルリレー）
の参加者を募集しています。
【申込期限】　９月１０日（金）
【申込先】　笠松町民運動会実行委員会事務局
　　　　　（中央公民館内）

参 加 者 募 集

【問合先】町美術展実行委員会事務局（中央公民館内）

◆募集部門・作品規格

作品規格部　門

６０号以内
（額装を原則とし、額には紐
を付ける）

日本画・洋画
水墨画

自由
（ただし出品申込票に種別を
記入）

彫 塑 工 芸

色紙以上
（軸装または額装に限る）

書

６つ切り以上から全紙を原則
とし、全倍は１人１点
（組写真は４つ切り以下）

写 真

Ｂ全判以内を原則とし、額に
は紐を付ける

デ ザ イ ン
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町民軟式野球大会
７月４・１１・１８・２５日
勤労青少年運動場
優　勝　円域寺（４年連続）
準優勝　北及第一
３　位　本町
　〃　　長池

若葉カップ全国小学生
バドミントン大会で連続ベスト８（男子）

　第２０回若葉カップ全国小学生バドミントン大会が８
月６日から９日まで京都府長岡京市西山公園体育館で
開催され、当町からは次の皆さんが県代表として出場
し、全国の強豪相手に健闘され、男子は２年連続ベス
ト８入りしました。

（敬称略）　
〔男子〕永田勝也（笠松小５年）
〔女子〕坪井梨恵（笠松小５年）
　　�����矢島夕貴（笠松小５年）

小学生・中学生
全国空手選手権大会に出場

　第４７回小学生・中学生全国空手道選手権大会が８月
７日から８日まで宮城県総合運動公園・グランディ２１
で開催され、全国の強豪相手に健闘されました。出場
された皆さんは次のとおりです。　　　　　�（敬称略）

石井未来（松枝小３年）、中畑太希（下羽栗小４
年）、中畑翔瑛（下羽栗小５年）、石井里奈（松
枝小５年）、渡辺郁（松枝小６年）、中村竜門
（笠松小６年）、松野里奈（笠松中１年）

８月号記事の訂正
　８月号の記事５ページ中「町・町老人クラブ連合
会囲碁・将棋大会」結果で氏名に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。　　　　　　�（敬称略）
（誤）準優勝　稲本　正道
（正）準優勝　稲葉　正道

全国ホープス東日本大会
中部日本卓球大会へ出場

�第１８回全国ホープス東日本大会（８月１８・１９日）
　船橋市総合体育館　　　　　　　　　　　（敬称略）
・団体の部　杉浦侑弥香（松枝小５年）、板橋香奈（松

枝小４年）、森美幸（下羽栗小４年）
�第５６回中部日本卓球大会（８月２８・２９日）
　敦賀市総合運動公園体育館　　　　　　��（敬称略）
・カブ女子の部　森美幸（下羽栗小４年）、板橋香奈

（松枝小４年）
・ホープス男子の部　森吉弘（下羽栗小６年）
・ホープス女子の部　本谷ちかる（松枝小６年）、杉浦

侑弥香（松枝小５年）
・カデット女子の部　尾関菜奈（笠松中２年）、杉浦亜

瑞沙（笠松中２年）、高島衣里
（笠松中２年）、杉山未由希（笠
松中１年）

全日本卓球選手権大会
県代表で出場

　平成１６年度全日本卓球選手権大会が９月３日から５
日まで神戸市グリーンアリーナ神戸体育館で開催され、
当町から次のかたが県代表として出場されます。健闘
をお祈りします。
【カブ女子の部】　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
本谷ちかる（松枝小６年）、森　美幸（下羽栗小４年）

笠中　生徒　　　　　　　
夏の中体連大会で大活躍

　８月４日、笠松中学校の各スポーツ部所属の皆さん
が、中央公民館で、中学校総合体育大会の東海大会出
場報告をしました。
　訪れたのは、岩田教頭をはじめ、水泳、柔道、卓球、
バドミントンの競技に出場する選手の皆さんで、広江
町長と郡体育協会の加藤会長より激励を受けました。
　出場された選手の皆さんは次のとおりです。
〔水泳〕堀江みゆき（２年）　　　　　　　��（敬称略）
〔柔道〕栗本依美（２年）
〔卓球〕豊田博美（３年）、尾関菜奈、高島衣里、寺嶋夕貴、
杉浦亜瑞沙、宮崎安由美（以上２年）、杉山未由希（１年）
〔バドミントン〕浅野新也、安田直弘、永田知里、石原
亜季、坪井仁美、浅野季里子、真田智衣（以上３年）、
黒田匠馬、荒川一真、浅野真生、柳江貴仁、前田莉沙、
福井亜季（以上２年）、永田智也、戸崎徹（以上１年）
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　家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・
生活学校の協力で、次のとおり実施します。ご利用く
ださい。
【月　日】９月１６日（木）
【時　間】午前９時３０分～１１時３０分
【回収場所】役場・中央公民館・松枝公民館・下羽栗会館
※牛乳パック・ダンボール・アルミ缶・新聞紙も同時
に回収します。

　現在、町税などを口座振替によって納付されたか
たに、口座振替領収証書を発行していますが、預金
通帳の記帳により振替されたことが確認できますの
で、経費削減の一環として発行を廃止します。
　これからの振替の確認は、預金通帳でお願いします。
　なお、事情により口座振替領収証書の必要なかた
には発行しますので、ご連絡ください。
　【連絡先】

　　　　　税　務　課（内線１１６～１１７）
　　　　　住　民　課（内線１２４～１２７）
　　　　　福祉健康課（内線２６０～２６２）

　重度心身障害者（６５歳未満）、母子・父子家庭で現在
「福祉医療費受給者証」を使用されているかたは、９月
３０日で有効期限が切れます。
　新しい受給者証を医療機関に提示していただかない
と、１０月以降の医療費助成が受けられない場合があり
ますので、必ず更新手続きしてください。
【受付期間】９月１７日（金）～３０日（木）
【受付場所】役場福祉健康課
【持参するもの】

　●印鑑
　●国民健康保険や加入保険の被保険者証
　●現在の福祉医療費受給者証
　●公的年金証書（遺族年金など受給中のかた）
　●福祉医療費が支給されるときの振込先金融機関名・
口座番号・口座名義人が分かるもの（通帳など）

　児童館では、あそびを通して親子のふれあいの場を
提供することを目的に「ピヨピヨひろば」を開催して
います。是非ご参加ください。

【時　間】午前１０時３０分～（約４５分間）
【対象者】就園前の乳幼児と
　　　     その保護者のかた
【定　員】２０組
【申込先】児童館　�３８８・０８１１

　心の健康に関する相談に、精神科医師が応じます。
　お気軽にご相談ください。
【月　日】９月１５日（水）
【時　間】午後２時～３時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】精神科医師・岐阜地域健所保健師
【申込期限】９月１４日（火）
【申込先】福祉健康課

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

重度・母子福祉医療費受給者証
１０月１日更新　手続きを忘れずに

福祉健康課

ピヨピヨひろば 児童館

【下半期の開催日】
７日（木）・８日（金）１０月
４日（木）・１１日（木）１１月
２日（木）・３日（金）１２月
６日（木）・７日（金）１月
３日（木）・４日（金）２月

３月

心の健康相談 福祉健康課

使用済みとなった食用油の回収
 環境経済課

食
用
油 

口座振替領収書の発行を廃止
確認は預金通帳で

担当課口座振替領収証書を
廃止する時期科目

税　務　課
納税管理係

３期（１１月１日納期）から町県民税
（普通徴収）

３期（９月３０日納期）から固定資産税

平成１７年度から
（車検用領収証書は発行します）軽自動車税

住　民　課
保険年金係６期（９月３０日納期）から国民健康

保 険 税

福祉健康課
介護保険係６期（９月３０日納期）から介護保険料

福祉健康課
児　童　係９月分から保　育　料
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　岐阜地域福祉事務所では、重度障害者の介護を目的
に、ボランティアとして必要な知識や技術を学ぶ講座
を開催します。
【対象者】岐阜圏域（岐阜市、羽島市、各務原市、山県市、
瑞穂市、本巣市、羽島郡、本巣郡）に在住で、重度障害
者の介護に関心があり、地域および施設等でボラン
ティア活動を希望するかた（開催両日ともに参加可
能なかた）

【月　日】１０月１４日（木）・１５日（金）
【時　間】両日とも午前１０時～午後４時
【場　所】岐阜県立三光園（山県市大桑３６０６）
【定　員】４０人＊応募多数の場合は抽選
【参加費】無料（教材費等については実費）
【申込期限】９月２４日（金）
【問合先】岐阜地域福祉事務所���２６４・１１１１（内線２４３・２４４）

　今年５月「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」
が成立し、公布の日（５月２８日）から５年以内に施行さ
れます。
　この制度は、国民の皆さんに裁判員として刑事裁判
に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合
どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう
制度です。
　このように国民の皆さんが刑事裁判に参加すること
により、裁判が身近で分かりやすいものとなり、司法に
対する信頼の向上につながることが期待されています。
国民が裁判に参加する制度は、アメリカ、イギリス、フ
ランス、ドイツ、イタリアなどでも行われています。
【問合先】岐阜地方裁判所事務局　総務課庶務係（岐阜
市美江寺町２－４－１）�２６２・５１２１（内線２０５）
ホームページアドレス　������������	
����	����

　県内の障害者に対する理解と認識を深め、障害者の
自立意欲を促し福祉の増進を図ることを目的に、障害
者のかたの作品および福祉用品等の展示、製作品の即
売を行います。
【月　日】９月１０日（金）～１２日（日）
【場　所】マーサ２１　セントラルコート（岐阜市正木１５９９）
【問合先】（財）岐阜県身体障害者福祉協会　�２７３・１１１１

【賞　金】１等・前後賞合わせて２億円他
【抽選日】１０月１５日（金）
【収益金】市町村の明るい街づくりや環境対策、高齢化

対策など地域住民の福祉向上のために使われ
ます。

【月　日】１０月１０日（日）
【時　間】午前９時００分～
【場　所】町民体育館２階競技場
【参加資格】町内に在住・在勤のかた
【種　目】ダブルス
　① 一般男子・女子の部　② 中学生男子・女子の部
　③ 親子「父子・母子」の部
　④ 小学生３・４・５・６年の部
【申込期限】１０月１日（金）
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内）

　町シルバー人材センターでは、高齢者の生きがいづ
くりと技術講習を目指した技術講習会を開催します。
是非ご参加ください。

【対象者】おおむね５５歳以上６５歳までで、働く意欲のあ
るかた（趣味・教養のための受講不可）

【定　員】各回１０人
【受講料】無料（昼食は各自で用意）
【申込期限】各講習とも講習日の１週間前
【申込・問合先】町シルバー人材センター　�３８７・５３３２

【月　日】１０月９日（土）
【会　場】ぎふ美濃ゴルフ倶楽部
【参加資格】町内に在住・在勤のかた
　　　　     ※定員になり次第締切
【募集人員】定員８０人
【後　援】笠松町商工会
【問合先】ＫＳ会事務局（笠松町商工会内）�３８８・２５６６

運動場・テニスコート（１０月分）
【月　日】９月２５日（土）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

町民バドミントン大会 町体育協会

裁判員制度のご案内 岐阜地方裁判所

技術講習会開催
 町シルバー人材センター

備　考場　所時　間講習日番号講習内容

福祉会館

午前９時３０分～

午後４時

９月８日（月）
     ９日（木）④草刈機の

操作

剪定ばさ
みをお持
ちのかた
はご持参
ください

笠松保育園
９月１３日（月）
     １４日（火）
     １５日（水）

⑤庭木の剪定

南事務所１０月６日（水）
      ７日（木）⑥障子の張替

南事務所１０月２０日（水）
     ２１日（木）⑦

襖の張替
南事務所１１月９日（火）

    １０日（水）⑧

２００回記念事業笠松町民
ゴルフ大会開催 ＫＳ会（笠松町商工会）

重度障害者対応ボランティア養成講座開催
 岐阜地域福祉事務所

岐阜県障害者ふれあい福祉フェア開催
 （財）岐阜県身体障害者福祉協会

オータムジャンボ宝くじ発売間近
発売は９月２７日（月）～１０月１２日（火）
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このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

引
っ
越
し
を
す
る
際
に
捨
て
た

い
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す

が
、
処
分
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
越
し
や
大
掃
除
な
ど

で
臨
時
・
多
量
に
出
た
ご
み
は

町
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　

燃
え
る
ご
み
は
町
の
許
可
を
得
て
か

ら
焼
却
場
へ
運
び
、
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
運
べ
な
い
か
た
や
焼
却

場
で
処
分
で
き
な
い
ご
み
（
燃
え
る
大

型
ご
み
・
金
物
・
ガ
レ
キ
な
ど
）
は
、

町
の
許
可
業
者
に
収
集
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
許
可
業
者
へ
依
頼
さ
れ
る
場

合
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
料
金
な

ど
は
直
接
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
許
可
業
者
〉

（
有
）内
田
商
会　
　
　

�
３
８
８
・
１
０
０
６

高
島
衛
生
工
業（
有
）　

�
２
４
８
・
０
０
８
９

（
株
）野
々
村
商
店　
　

�
３
２
７
・
４
０
３
０

【
環
境
経
済
課
（
内
線
２
５
３
）】

財産を相続したとき

http://www.kasamatsu-keiba.com/
◆高原（ＳＰⅡ）シリーズ
１日（水）
２日（木）
３日（金）第２９回アラブスプリンターカップ（ＳＰⅡ）
◆長月（ＳＰⅡ）シリーズ
１３日（月）馬産地協賛特別
１４日（火）
１５日（水）東海グローリ
　　　　　ききょう賞（指定交流）
１６日（木）
１７日（金）第３１回オータムカップ（ＳＰⅡ）
◆飛騨（ＳＰⅠ）シリーズ
２７日（月）
２８日（火）三番叟特別（指定交流）
２９日（水）第２０回東海オールスタージョッキー競走
３０日（木）
※（指定交流）→ＪＲＡ所属ジョッキー・馬が参戦！

　平成１６年中に相続や遺贈によって財産を取得したか
たについては、相続の開始があったことを知った日
（通常の場合、被相続人が死亡した日）の翌日から１０カ
月以内に、被相続人の住所地の所轄税務署に申告し納
税することになっています。
　相続税は、相続や遺贈によって取得した財産および
相続時精算課税の適用を受ける財産の価額の合計額
（債務などの金額を控除
し、相続開始前３年以内
の暦年課税に係る贈与財
産の価額を加算します）
が「基礎控除額」を超え
る場合にその超える部分
（課税遺産総額）に対して、
課税されます。

基礎控除額　（５,０００万円＋１,０００万円×法定相続人の数）
【問合先】岐阜南税務署　�２７１・７１１１

5000万 

基 礎 控 除 

1000万 1000万 1000万 

秋の全国交通安全運動

９月２１日（火）～３０日（木）

▲

今月のテーマ
　家族みんなで、祖先を敬い、
お年寄りとの心のつながりを深めましょう。

9月19日　家庭の日

地地域域ぐぐるるみみでで守守ろろうう おお年年寄寄りりととここどどもも
　運動の重点
●高齢者の交通事故を防止する

　車を運転するかたは、高齢者を見かけたら徐行する
など「思いやりのある運転を心掛けましょう」。
「横断は・止まる・見る・待つ・確かめる」を習慣付け
ましょう。

●夕暮れ時と夜間の交通事故防止対策を推進する

　夕暮れ時には、早めにライトを点灯し、夜間の外出
には、明るい服装で反射材を身に付けましょう。

●シートベルトとチャイルドシートの正しい着用を徹

底する

　運転者・同乗者は、いつでもどこでも、必ずシート
ベルトを着用しましょう。
　６歳未満のお子さんを同乗させるときは、体格に
合ったチャイルドシートを正しく使用しましょう。
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9月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

９：３０～１１：００

２１日（火）
２７日（月）
２８日（火）
３０日（木）

フッ化物塗布

１３：２０～１４：１０２８日（火）乳児健康診査

１３：１０～１３：５０３０日（木）１歳６か月児健康診査

１３：１０～１３：５０９日（木）３歳児健康診査

１３：２０～１４：００２９日（水）お 誕 生 教 室

９：２０～９：３０９日（木）にこにこ教室

９：３０～９：４０２日（木）親子歯みがき教室

９：５０～１０：００３日（金）プレパマクラブ

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０８日（水）

育児・　　　　
マタニティ相談

下 羽 栗 会 館１３：３０～１４：３０１０日（金）

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０２２日（水）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２７日（月）

総 合 会 館

１３：３０～１５：３０

２日（木）

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

福祉健康センター
７日（火）

１６日（木）

福 祉 会 館２１日（火）

福 祉 会 館

１３：３０～１４：３０

６日（月）

健　康　相　談
下 羽 栗 会 館１０日（金）

福 祉 会 館２１日（火）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２７日（月）

下 羽 栗 会 館
９：００～１１：３０

１日（水）

結核住民検診

１３：００～１５：００

米 野 会 館９：００～１０：００

６日（月） スポーツ交流館１０：３０～１１：３０

円城寺集会所１３：００～１４：００

笠 松 町 役 場９：３０～１１：３０
７日（火）

福 祉 会 館１３：００～１５：００

中 央 公 民 館
９：００～１１：３０

１０日（金）
１３：００～１５：００

厚 生 会 館９：００～１０：００

１３日（月）
北 野 神 社１０：３０～１１：３０

北 門 間 会 館１３：００～１４：００

春 日 神 社１４：３０～１５：３０

松 枝 公 民 館
９：００～１１：３０

１４日（火）
１３：００～１５：００

福祉健康センター
９：００～１１：３０

１５日（水）
１３：００～１５：００

下 羽 栗 会 館
９：００～１１：３０

１日（水）

フレッシュ健康診査

１３：００～１５：００

中 央 公 民 館
９：００～１１：３０

１０日（金）
１３：００～１５：００

松 枝 公 民 館
９：００～１１：３０

１４日（火）
１３：００～１５：００

福祉健康センター
９：００～１１：３０

１５日（水）
１３：００～１５：００

笠 松 刑 務 所９：００～１１：３０
１５日（水）献血

愛 生 病 院１３：００～１６：００

福祉健康センター１４：００～１５：００１５日（水）心の健康相談

保　健（健診・予防接種・相談・教室など）

今月の納税・納付

固 定 資 産 税　　　　３　期　分
国民健康保険税　　　　６　期　分
介 護 保 険 料　　　　６　期　分

納期限　９月３０日（木）まで

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉会館１３：００～１５：００

１日（水）
８日（水）
１５日（水）
２２日（水）
２９日（水）

心配ごと相談

福祉会館１３：００～１５：００１日（水）
１５日（水）悩みごと相談

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町２６　� ３８７・２２４７
　早水春生　西宮町１３１  � ３８８・００２９
　河尻和男　北及１９０２　� ３８７・５７８８
　堀場靖隆　円城寺９２９  � ３８８・３７９１

身体障害者相談

相　談

ごごみみ川川柳柳
これくらい　一度捨てる手　また捨てる

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

■笠松地域
　２２日（水）
■松枝・下羽栗地域
　８日（水）

古紙類等

■笠松地域
　８日（水）、２２日（水）
■松枝・下羽栗地域
　８日（水）、２２日（水）

紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※祝日は収集しませんプラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください

金物・ガレキ
カン・ビン・ペットボトル

ご　み
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気
温
が
高
い
と
食
欲
が
な
く
な

り
、
台
所
に
立
っ
て
食
事
の
仕
度

も
お
っ
く
う
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

の
よ
う
な
時
に
、
見
た
目
が
き
れ

い
で
、
手
軽
に
出
来
る
お
寿
司
を

紹
介
し
ま
す
。

（
作
り
方
）

①
米
は
、
同
量
の
水
で
炊
き
、
合

わ
せ
酢
を
混
ぜ
る
。

②
む
き
枝
豆
は
、
塩
を
入
れ
た
湯

で
茹
で
て
お
く
。
ホ
ー
ル
コ
ー

ン
も
さ
っ
と
湯
を
通
す
。

　列車で疎開先に向かう途中、１１歳の少
女ヴィヴィアンは、不思議な少年に時を
越えた別世界の「時の町」にさらわれて
しまう。この不思議な「時の町」と様々
な歴史の世界とを軸に活躍する子どもた
ちを描く冒険ファンタジー。

児童

図書室の今月の休みは、９月３０日（木）です。
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
生
涯
学

習
講
座
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
「
ナ
イ

ン
パ
ッ
チ
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
季
節
に
合
わ
せ
て

バ
ッ
グ
や
小
物
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を

先
生
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
っ

て
い
ま
す
。

　

年
一
回
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

展
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
作
品
が

出
来
上
が
っ
た
時
の
気
持
ち
や
手
作

り
の
温
か
さ
を
是
非
、
皆
さ
ん
も
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
、

一
度
見
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
日
】
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

 

午
前
９
時　

分
〜

３０

 

　

時　

分

１１

３０

【
場　

所
】
下
羽
栗
会
館

【
連
絡
先
】
江
川　

酒
井　

矩
子
宅

 

�
３
８
７
・
１
５
０
２

枝豆と鮭の
さっぱり寿司

　　楽しく和気あいあい　下羽栗ナインパッチ

③
寿
司
ご
は
ん
に
枝
豆
・
鮭
フ

レ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
コ
ー
ン
を
混

ぜ
る
。

④
器
に
盛
り
、
白
い
り
ご
ま
と
き

ざ
み
の
り
を
散
ら
す
。

※
む
き
枝
豆
の
代
わ
り
に
さ
や
付

の
枝
豆
を
使
う
場
合
は
、
倍
の

分
量
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ル
コ
ー
ン
は
、
冷
凍
で
も
缶
詰

で
も
よ
い
で
す
。

※
ピ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
・
イ
エ
ロ
ー

の
き
れ
い
な
お
寿
司
で
す
。

時の町の伝説

　この絵本の中には、いろいろな形の
箱があって、その箱を開けると面白い
虫たちが現れてきます。箱の中にいる
虫たちは、順番に１から１０までの数で
現れるようになっています。ページを
めくるのが楽しい仕掛け絵本です。

はこのなかには
なんびきいるの？

　アジアの火薬庫、インドネシア・アン
ボン島。イスラム教徒とキリスト教徒
の抗争、アルカイダの暗躍など、今の国
勢情勢とイスラム原理が根底に渦巻く
社会を舞台に描いた冒険小説。

一般

著
者　

船
戸　

与
一

発
行　

集
英
社

降臨の群れ

絵本

著
者　
デ
ビ
ッ
ド
・
Ａ
・
カ
ー
タ
ー

発
行　

大
日
本
絵
画

著
者　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

発
行　

徳
間
書
店

材料（４人分）

・米  ………３２０ｇ（２カップ）

・合わせ酢

　砂糖  ……２４ｇ（大さじ２.５）

　米酢  ……５２ｇ（大さじ３.５）

　塩  …………４ｇ（小さじ１）

・むき枝豆  ………………６０ｇ

・塩  ………………………２ｇ

・鮭フレーク  …………１２０ｇ

・ホールコーン  …………２０ｇ

・きざみのり  ……………８ｇ

・白いりごま  …４ｇ（小さじ２）
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あ
る
夕
食
時
の
出
来
ご
と
で
す
。

普
段
子
ど
も
た
ち
は
、
好
き
な
も
の

し
か
な
か
な
か
食
べ
よ
う
と
し
ま
せ

ん
。

「
こ
れ
は
、
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
を
造
る
食
べ
も
の
だ
よ
。」

「
こ
れ
を
食
べ
る
と
骨
が
丈
夫
に
な

る
ん
だ
よ
。」

　

興
味
を
も
つ
こ
と
で
少
し
で
も
食

べ
て
く
れ
た
ら
と
い
う
思
い
で
話
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
う
し
た
ら
食
べ
て
く
れ

る
の
か
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、

工
夫
し
て
料
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
日
は
い
つ
も
と
は

違
っ
て
い
ま
し
た
。
前
に
出
た
こ
と

の
あ
る
ひ
じ
き
の
煮
物
を
「
い
た
だ

き
ま
す
。」
と
、
一
番
最
初
に
口
に
し

た
の
で
す
。
家
で
は
一
度
も
食
べ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
私
は
驚
き
、

「
ど
う
し
て
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
？
」
と
聞
く
と
、「
あ
の
ね
、
ひ

じ
き
を
食
べ
る
と
美
人
に
な
れ
る
ん

だ
よ
」
と
の
返
事
が
。

「
ひ
じ
き
を
食
べ
る
と
、
髪
の
毛
が

黒
く
な
る
ん
だ
っ
て
。」

「
誰
が
言
っ
た
の
？
」

「
先
生
が
言
っ
て
た
よ
。」

と
、
そ
し
て
も
う
一
言
。

「
お
母
さ
ん
も
食
べ
る
と
美
人
に
な

れ
る
よ
。」

会
話
も
弾
み
、
ひ
じ
き
の
煮
物
が
、

大
好
き
な
食
べ
物
の
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
勢
の
な
か
で
食

事
を
す
る
と
き
の
言
葉
掛
け
に
よ
っ

て
、
嫌
い
な
も
の
を
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
先
生
や
親
の
言
葉
一

つ
で
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
を
、
伸

ば
す
の
も
私
た
ち
大
人
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
に
ど
ん
な

魔
法
を
か
け
ま
す
か
？

　
　

松
枝
保
育
所

保
護
者
会
長　

岩
越
圭
代
子

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡四町教育委員会　　�２４５・１１３３

　

言
葉
は
魔
法
！　

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

　

年
度
の
新
入
学
予
定
児
童

１７を
対
象
に
、
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
し
く
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
が
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
健
康
状
態
を
調

べ
る
も
の
で
す
。

〔
通
知
〕

　

８
月
１
日
現
在
の
住
民
登

録
に
基
づ
き
、
新
入
学
予
定

児
童
の
保
護
者
に
就
学
予
定

の
小
学
校
か
ら
９
月
中
に
通

知
し
ま
す
。

〔
健
康
診
断
の
内
容
〕

　

内
科
・
歯
科
・
眼
科
・
耳

鼻
咽
喉
科
の
各
検
診
と
視

力
・
聴
力
の
各
検
査
、
知
能
検

査
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
発
育
や

検
査
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
医
師
が
母
子
手
帳
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

〔
実
施
場
所
・
日
時
〕

・
笠
松
小
学
校

　
　

月
１
日
（
金
）

１０

　

受
付　

午
後
１
時
〜

・
松
枝
小
学
校

　
　

月
７
日
（
木
）

１０

　

受
付　

午
後
１
時
〜

・
下
羽
栗
小
学
校

　
　

月　

日
（
金
）

１０

１５

　

受
付　

午
後
１
時　

分
〜

１５

　

都
合
で
健
康
診
断
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず
通

知
を
受
け
た
小
学
校
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
の
窓
口
〕

　

健
康
診
断
や
就
学
に
つ
い

て
心
配
な
こ
と
が
あ
る
か
た

は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
笠
松
小
学
校

　
　

�
３
８
８
・
０
１
０
１

・
松
枝
小
学
校

　
　

�
３
８
８
・
２
５
５
１

・
下
羽
栗
小
学
校

　
　

�
３
８
７
・
３
１
２
３

・
羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

　
　

就
学
相
談
担
当
者

　
　

�
２
４
５
・
１
１
３
３

教育委員会
だより

小
学
校
新
入
学
予
定
児
童
の

健
康
診
断
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羽島郡広域連合
�388・1195

家
を
留
守
に
す
る
時
に
は

国民年金保険料は
忘れずに納めましょう

［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　�273・6161

　保険料の納め忘れなどがあると、年金を受け取るのに必要な納

付期間が不足し、将来年金が受け取れなくなる場合があります。

　年金を受け取れるようにするため、また、今まで納めた保険料

をムダにしないために、国民年金の保険料は納付期限までに納め

てください。

【保険料の額】

○定額保険料　月額　１３,３００円

　・保険料は、２０歳から６０歳になるまでの４０年間納めます。

○保険料の納付は口座振替をお勧めします

　口座振替なら、金融機関や郵便局などで一度手続きするだけで、あなたが指定する預（貯）金口座から自動的に

納めることができます。

☆口座振替のできるところ

　全国の銀行、郵便局、農協、信用組合、信用金庫、労働金庫

☆申し込み手続きは

　預（貯）金口座のある金融機関で「国民年金保険料口座振替

　納付申出書」に必要事項を記入のうえ、申し込んでください。

☆手続きに必要なもの

　・預（貯）金通帳

　・預（貯）金通帳届出印

　・国民年金保険料納付案内書または年金手帳

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
控
え

家
族
旅
行
が
増
え
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
で
の
旅
行

は
楽
し
く
、
つ
い
つ
い
浮
か
れ
て

し
ま
い
ま
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
旅
行
な
ど
で
家
を
留

守
に
す
る
時
、
ど
ん
な
こ
と
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
か
。
旅
先
で

「
戸
締
り
し
た
か
な
。」、「
タ
バ
コ

を
消
し
た
覚
え
が
な
い
ぞ
。」、

「
煮
物
を
作
っ
て
い
た
け
ど
、
も

し
か
し
て
。」な
ど
気
に
な
っ
て
し

ま
い
近
所
の
友
人
に
電
話
し
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
せ
っ
か
く

の
旅
行
な
の
に
楽
し
さ
半
減
で
す

ね
。

　

そ
こ
で
、
家
を
留
守
に
す
る
時

に
は
次
の
こ
と
を
心
掛
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

①
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
は
、
水

を
か
け
、
し
っ
か
り
と
始
末
し

て
お
く
。

②
ガ
ス
の
元
栓
を
必
ず
閉
め
、

使
っ
て
い
な
い
電
気
器
具
は
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
く
。

③
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。

④
戸
締
り
を
し
っ
か
り
し
て
、
お

隣
に
一
声
掛
け
て
お
く
。

　

安
心
し
て
楽
し
ん
で
く
る
た
め

に
、
お
出
か
け
前
に
は
も
う
一
度

火
の
元
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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●１３

　富加町は長良川最大の支川、津保川の中流域にあり、町内で美濃加茂市
三和町を源流とする川浦川が津保川に合流する場所に位置しています。
　この川の恵みを受けることができる富加町には、遺跡などが町内のあ
ちらこちらに分布し、太古から人々が住み続けていることを伺い知るこ
とができます。
　その中でも富加町は、奈良東大寺正倉院に保管されている、現存する日
本最古の戸籍「御野國加毛郡半布里大宝弐年戸籍」ゆかりの地として知ら
れています。正倉院からは１２通の古代の戸籍が発見されましたが、この
半布里戸籍（はにゅうりこせき）は、ほぼ完全な形で発見され５４戸１�１１９
人の名前が記載されていました。
　この半布里戸籍のレプリカが富加町郷土資料館に展示されており、古
代の富加の様子について発掘調査の資料を交えながら分かりやすく展示・
説明しています。
［アクセス］　●長良川鉄道富加駅下車徒歩３０分
　　　　　　●東海北陸道関インター１０㎞（車で約１５分）
［問合先］　　教育委員会事務局（�０５７４・５４・２１１１　内線２１３）

　

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
貞
丈
雑
記
』（
伊
勢
貞
丈

が
日
々
記
載
し
た
雑
録
）
に
は
、
以

前
は
陶
製
の
徳
利
は
な
く
、 
錫 
で
作

す
ず

ら
れ
て
い
た
の
で
、
徳
利
の
こ
と
を

「
す
ず
」と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
書
か
れ
た

記
録
に
よ
る
と
、
京
や
江
戸
で
は
、

白
い
色
や
淡
鼠
色
の
一
升
入
り
や
五

合
入
り
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
で
酒

を
買
っ
て
持
ち
運
ん
だ
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

徳
利
は
、
口
が
す
ぼ
み
、
胴
が
膨

ら
ん
だ
陶
磁
製
の
容
器
で
古
く
は 
錫 すず

や
銀
製
も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
末
期

に
は
、
こ
れ
ら
は
格
式
の
あ
る
宴
席

で
用
い
ら
れ
、
現
在
で
は
ガ
ラ
ス
製

（
ビ
ン
）
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

徳
利
の
呼
称
は
様
々
で
文
様
形
態

か
ら
無
地
徳
利
・
鶴
首
徳
利
な
ど
が
、

用
途
か
ら 
御  
神  
酒 
徳
利
（
口
元
に
近

お 

み 

き

い
胴
の
上
半
分
が
膨
ら
ん
だ
も
の
）・

船
徳
利
（
底
が
広
く
口
が
細
く
、
船

が
揺
れ
て
も
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
工

夫
し
て
あ
る
も
の
）
な
ど
で
、
容
量

か
ら
は
、
一
升
徳
利
・
五
合
徳
利
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

元
来
、
徳
利
は
酒
に
限
ら
ず
、
酢
・

醤
油
・
茶
な
ど
の
保
存
や
運
搬
に
用

い
る
容
器
で
し
た
。

　

酒
徳
利
は
、
大
別
す
る
と
燗
徳
利

と
酒
屋
が
計
り
売
り
の
酒
を
入
れ
て

掛
け
売
り
す
る
た
め
に
貸
し
出
し
た

貧
乏
徳
利
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

貧
乏
徳
利
は
、
酒
銘
・
地
名
・
通

し
番
号
を
記
し
て
あ
り
、
一
種
の
宣

伝
容
器
で
、
出
現
は
江
戸
時
代
の
武

家
の
間
で
始
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

広
く
普
及
し
た
の
は
、
明
治
以
降

の
こ
と
で
、
ガ
ラ
ス
瓶
に
代
わ
る
大

正
末
期
ま
で
の
半
世
紀
ほ
ど
の
間
で

し
た
。

　

笠
松
で
は
笠
松
湊
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
造
り
酒
屋
が
三
軒
あ
り
、〔
笠

松
〕、〔
笠
松
町
〕
と
、
筆
書
き
さ
れ

た
た
く
さ
ん
の
貧
乏
徳
利
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
と
し
て

紹
介
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

 
徳 　
 
利 

と

っ
 

く

り

�388-0161　�388-0185〒501-6052　笠松町下本町87笠松町歴史民俗資料館

富加町　御野國加毛郡半布里大宝弐（702年）戸籍

館蔵品展
商いの道具
～川湊を中心とした
　　　　　商工業～
【会期】
　９月２２日（水）～

１２月５日（日）
【開館時間】
　午前９時～午後５時
【休館日】
　月曜日
（祝日の場合はその翌日）
【入館料】
　無料

▲御野國加毛郡半布里大宝弐戸籍
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
９
月

　

日
か
ら
何
日
ま
で
？

２１
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
９
月
末
日
ま
で
に
秘

書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ　

月
号
で

１１

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　

７
月　

日
２０

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

片
岡
直
彦
、
木
沢
百
合
子
、
佐
橋
亜
妃
子

  
表　

紙

　

マ
ジ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
は
ひ
ね
っ
て
伸

ば
し
た
り
折
り
た
た
ん
だ
り
で
き
る
不

思
議
な
箱
。

「
で
き
た
〜
！
」

　

折
り
紙
作
家
米
光
富
雄
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
色
と
り
ど
り
の
折
り
紙
で
つ

く
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
「
夏
休
み
企
画
・
お

り
が
み
」
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
よ
り
）

 後  藤 　 啓 大   くん（米野）

ご とう けい た
お な ま え は お な ま え は

 田  中 　 佐 知   ちゃん（桜町）

た なか さ ち

後藤健治・真生さんの子 田中克�・美文さんの子
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まちの人口
平成１６年８月１日現在　前月比 

人　口　２２,１９２人（増　５０）
　男　　１０,６９４人   （増　１８）
　女　　１１,４９８人   （増　３２）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,５６０世帯 　　（増　５６）

平成１５年
９月６日生
おとめ座

平成１５年
９月３０日生
てんびん座




